
昨年８月１日に読売新聞に掲載された広告 

■英霊顕彰の新聞広告の掲載にご協力下さい！ 

 本会では昨年に引き続き、８月

15日の終戦記念日に向けて、近畿

内の護國神社に参拝して「感謝の

誠」を捧げて頂くよう読売新聞近

畿地区版で「英霊に、こたえたい」

というテーマの新聞広告を掲載致

します。昨年は、掲載日の８月１

日から約１週間はご年配の方から

若い人まで励ましやお問合せの電話を

頂き、８月15日当日、大阪護國神社

でも例年より参拝者が増えました。 

 つきましては、一人でも多く、広告掲載に関わって頂きたく、会員の皆様にも下記の要項で掲

載へのご協力をお願い致します。ご多端の折とは存じますが、何卒、宜しくお願い致します。 

 

 ・広告掲載料 総額 １６３万円（超過した場合には、活動へのご協賛ささせて頂きます。） 

 ・新聞社名  読売新聞 大阪本社版（社会面・モノクロ） 

   ※読売新聞を選定したのは、近畿一円で最も購読数が多いからです。 

 ・発行部数  近畿各府県 １８５万部（朝刊セット） 

 ・広告掲載日 ８月上旬 予定 

 ・掲載料の納付方法について 

  ※同封の郵便振替用紙をご利用下さい。 

   ゆうちょ銀行振替口座 大阪 ００９２０－２－１１７５３０ 

 「日本会議大阪」 

１口 ５,０００円（１口以上、何口でも結構です） 

    ※２０口以上１０万円以上の方に限り、ご芳名を掲載致します。 

    ※恐縮ですが、ご協賛頂いた方には、当日掲載のコピーを送付させて頂き、御礼と替え 

させて頂きます。 

 ・納付締切り ７月２日（月） 

 ・お問合せ 事務局（担当 丸山） TEL 06-6245-5741 FAX 06-6243-1682 

 

■島嶼防衛の具体的イメージができた第14回憲法シンポジウム 

 ～北村 淳先生が講演、270名が参加～ 

 

 去る５月３日の午後、大阪府神社庁会館において日本会議大阪

が主催、第14回憲法シンポジウム「島嶼国家・日本をいかに守

るのか」が開催され、地元選出国会議員、地方議員をはじめ約270
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名の参加者があった。 

憲法記念日とはいえ、連休後半という中、会員や過去の行事参加者への徹底した案内だけで団

体動員もしない中、これだけの参加があるというのは、昨今の領土領海防衛や女性宮家創設問題、

自民党をはじめとする各党派の憲法改正大綱が発表されるなど憲法問題に対する関心度が高くな

っていることを物語っている。 

 国歌斉唱に続き、千家敬麿・日本会議大阪議長からの挨拶、来賓紹介の後、長尾たかし・衆議

院議員から本会から事前に渡された海上警備強化の法案成立に向けての要望書を紹介しながら、

必ずこの国会での成立実現に努力するとの力強い挨拶を頂いた。 

 続いて講演では米国サンディエゴ在住で、米国シンクタンクで海軍アドバイザーを務めておら

れ、海兵隊とのパイプも太い軍事コンサルタントの北村淳先生から、約90分間、パワーポイン

トを使用しながらエネルギッシュにお話を頂いた。内容は以下の通り。 

 

①最初に日本にとっての島嶼防衛とは日本全体の防衛であること、軍事的脅威を 少なくとも島

嶼周辺海域・空域までの海洋で打ち破り、理想としては一歩たり とも海岸線に到達させては

ならないとことが島嶼防衛の鉄則であるとされた。 

 

②続いて世界史的に島嶼戦においてイギリスとスペイン、イギリスとオランダ、フォークランド

を巡るイギリスとアルゼンチンとの戦争などを挙げ、いずれも イギリスが海洋で打ち破った

例を詳細に紹介された。 

 

③島嶼防衛をいるために、日本周辺の海域・空域を鉄壁に守れるだけの海洋軍事 能力（海上自

衛隊と航空自衛隊が担当）と、鉄壁の守りの感激を縫って離島などに侵攻してきた敵上陸部隊

を直ちに逆上陸して撃破するための水陸併用能力 （現在の自衛隊はほとんど保持していない）

の双方を整備する必要がある。 

 

④我が国が今までと同様に米国に守ってもらうという形が続ければ米国がいやになる可能性が高

い。今後、中国が自主防衛をしない日本に何故米国の若者の血を犠牲にする必要があるのかと

いう日米離間のためのロビー活動をする可能性もある。 

 

⑤我が国には経済に見合った国防費が必要であり、ＧＤＰ比１％はあまりに低い。 

 

⑥憲法改正をしてから防衛能力を高めるのでは時間がなく、憲法改正の道筋をつけるのと並行し 

て、今からでもできる自衛隊が保持していない水陸併用能力を構築する重要性を訴えられた。 

 

 以上、自主防衛のあり方、島嶼防衛のあり方について具体的にイメージできる充実した内容で

あり、質疑応答でも的についた質問が出るなど、参加者が熱心に聞き入った。 

 行事終了後も北村先生と実行委員で懇親会を開催、他国の愛国心、先生のご経歴、米国が我が

国をどう見ているのかについても興味深いお話を聞くことができた。 

 当日は朝日新聞が取材に来て、本日の朝刊に記事掲載された。 

 

■各議会で「石原都知事の尖閣諸島購入発言を支持する決議」を挙げて頂くよう、お願い致しま 

 す 

 

 先日、石原都知事が、中国の海洋戦略によって尖閣諸島が危機に陥っていることから、東京都



が尖閣諸島のうち、魚釣島、北小島、南小島を購入する発言をし、既に地権者とも合意されてい

ることを表明致しました。 

 また４月27日の午前中に石原知事が野田首相と会談、内容は横田基地のことが中心とのこと

ですが、当然、尖閣購入問題についても言及したことと思います。知事は来月最初にも購入につ

いての専門部署を設置すると表明しており、本腰を入れることも明らかにしております。 

 これまで日本政府は尖閣諸島を「わが国固有の領土」というだけで、中国の漁船、公船が海域

に侵入する実態について何もすることができず、また日本人が上陸することも禁止したことを考

えると、東京都が尖閣諸島を購入することが実現すると、上陸調査が実施され、さらには避難港

や灯台の建設、気象観測所などの建設など、実効支配が強化される道が開かれることとなります。 

今後、都議会では、購入に向けた議論がなされますが、地方議会から間髪を入れずに石原都知

事の発言を支持していくことが重要となってきます。 

 報道各社でも購入発言には９割近い人々が賛同しているとのことですが、議員の先生には大阪

府内の各議会から支持する決議を挙げて頂くよう、お願い致します。 

 既に大阪府議会の維新の会議員団では決議案を検討しているとともに、大阪市議団、堺市議団

にも働きかける予定とのことです。 

自民党をはじめ他会派からの働きかけもお願い致します。また会員の皆様からの働きかけもお

願い致します。 

 

●大阪維新が「石原発言支持」決議案を検討 尖閣諸島購入 

                        ［産経ニュース 2012.4.26 20:01より抜粋］ 

 東京都の石原慎太郎知事が都による尖閣諸島の購入を表明したことに対し、橋下徹・大阪市長

が代表を務める地域政党「大阪維新の会」の大阪府議団が、５月の定例府議会で、石原知事の購

入発言を支持する決議案の提案を検討していることが２６日、分かった。 

 この日開かれた議員団総会で示された原案では、尖閣諸島について「遠くない将来に中国に支

配権を奪われる可能性がある」と指摘し、「実効支配の強化につながる石原知事の購入発言を支持

する」としている。 

 府議会で維新は過半数を占めているが、決議案の採択は全会一致が原則。維新府議団は今後、

他会派の理解も得られるよう文面を修正するとともに、大阪、堺両市議団にもそれぞれの議会で

提出するようを働きかける。 

 維新府議団の今井豊幹事長は「尖閣諸島は日本国民全体の問題として捉えるべき。政府に対し、

きっちり方向性を示してほしいという意味で出したい」と述べた。 

 

●尖閣購入支持」維新大阪市議団も決議案提出へ [産経夕刊 ５／１付けより抜粋] 

 東京都の石原慎太郎知事が都による尖閣諸島の購入を表明したことをめぐり、橋下徹大阪市長

が率いる地域政党「大阪維新の会」の大阪市議団は１日、５月定例市議会に石原知事の方針を支

持する決議案を提案することを決めた。今後各会派との調整を進める方針。 

 

 

 

 

 

 

 



《本会・関係団体行事のご案内》 

 

■日本会議大阪 平成24年度総会 

～難局を克服する保守勢力の結集を！～ 

 

・日 時 ６月９日（土）午後２時～４時半 

・会 場 大阪府神社庁会館５階 

・内 容 第１部 総会 活動報告、新年度運動方針、予算・決算の承認 

     第２部 講演 

         演題「女性宮家創設を巡る問題点について 

-皇室の伝統を踏まえた国民的議論を」 

         講師 百地 章 先生（日本大学法学部教授） 

・参加費 １,０００円（正会員以上の方は無料です） 

・主 催 日本会議大阪 TEL  06-6245-5741（担当 丸山） 

 

■日本会議大阪 北河内支部 第10回総会 

 

・日 時 ６月16日（土）午後２時半 受付 

・会 場 中華料理 大北京（ダイエーのビル３階） TEL  06-6353-1080 

            大阪市都島区片町2-3-51 地下鉄長堀鶴見緑地線「京橋」駅 徒歩１分 

・会 費 ５,０００円 

・総 会 ３時 開会 

・記念講演 ３時45分～４時45分 

演題「古事記編纂1300年記念とわが国の文化」 

  講師 中東 弘 先生（枚岡神社宮司・日本会議大阪中河内支部支部長） 

・懇親会 ５時～ 

・主 催 日本会議大阪北河内支部 TEL  072-893-1212 

 

■日本会議大阪 中河内支部 第７回総会 

 

・日 時 ６月24日（日）午後２時～ 

・会 場 東大阪市 街の駅 クレアホール・ふせ 

      東大阪市足代北2-1-13-101 TEL 06-6618-0216 

   ※お車でのご来場の際には、布施駅前サティ 地下駐車場をご利用下さい。 

・総 会 

・記念講演 「中国の政治経済情勢と日中関係のゆくえ」 

  講師 石 平 先生（評論家） 

・主 催 日本会議大阪中河内支部 TEL  072-981-4177 

 

 


